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衆議院文部科学委員会ニュース 

平成 26.5.7 第 186回国会第 15号 

 

5月 7日（水）、第 15回の委員会が開かれました。 

 

１ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第 76号） 

地方教育行政の組織の改革による地方教育行政の適正な運営の確保に関する法律案（笠浩史君外３名提出、衆法第

16号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）奈良学園大学学長 

学校法人奈良学園理事 

学校法人聖ウルスラ学院理事長     梶 田 叡 一君 

ＮＰＯ法人地方自立政策研究所理事長 

元埼玉県志木市長           穂 坂 邦 夫君 

名古屋大学大学院教授         中 嶋 哲 彦君 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

熊 田 裕 通君（自民） 

・首長の地方教育行政への関与の在り方について、各参

考人の見解を伺いたい。 

・教育の政治的中立性の確保について、時の為政者から

のみではなく教職員及び教職員組合からも子供たちを

守るべきと考えるが、各参考人の見解を伺いたい。 

 

菊 田 真紀子君（民主） 

・大津市いじめ自殺事案等の緊急時に教育委員会が適切

に対応できなかったことから抜本改革が求められてい

るにもかかわらず、閣法において教育委員会を維持し

ていることについて、各参考人の見解を伺いたい。 

・25人学級やホームスタディ制度等の改革を行った埼玉

県志木市に対する文部科学省、県及び市等の反応につ

いて、当時志木市長であった穂坂参考人に伺いたい。 

 

鈴 木   望君（維新） 

・現在の教育委員会の会議の頻度等では大津市いじめ自

殺事案に対応することは難しいのではないかと考える

が、教育委員会の会議の実態についての各参考人の見

解を伺いたい。 

・衆法に規定した教育監査委員会により民意を反映させ

るべきであると考えるが、各参考人の見解を伺いたい。 

 

 

中 野 洋 昌君（公明） 

・新教育長制度をうまく機能させるため、配慮すべき点

についての梶田参考人の見解を伺いたい。 

・教育委員会制度改革をするに当たって、いじめ事案等

緊急時の対応や責任の明確化等の改善についての中嶋

参考人の見解を伺いたい。 

 

柏 倉 祐 司君（みんな） 

・教育委員会の必置規定を廃止し、選択制を導入すべき

とする穂坂参考人の見解を伺いたい。 

・閣法によって教育行政の責任の所在の明確化が図られ

るのか、穂坂参考人の見解を伺いたい。 

 

井 出 庸 生君（結い） 

・安倍政権が推進する一連の教育改革について、各参考

人の見解を伺いたい。 

・大津市いじめ自殺事案案のように生徒の命に関わる重

大な事案が発生した場合、首長が最終的な責任を負う

べきだと考えるが、各参考人の見解を伺いたい。 

 

宮 本 岳 志君（共産） 

・首長に対しどのように教育委員会を強化すべきか梶田

参考人の見解を伺いたい。 

・学力面での競争や愛国心教育を進めようとしている政

府の政策については不安であると考えるが、中嶋参考

人の意見を伺いたい。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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青 木   愛君（生活） 

・閣法の教育委員会に対するチェック機能について、教

育委員会が自ら点検・評価できるのか、各参考人に伺

いたい。 

・教師の身分と教育水準の維持を国の役割とし、学級編

制などは地方に任せるとする生活の党の考えについて、

各参考人に見解を伺いたい。 

 

吉 川   元君（社民） 

・地方教育行政の在り方について、住民自治の観点から

各参考人の見解を伺いたい。 

・全国学力テストの結果の公表については、本年から市

町村別結果の公開等も可能となっているが、過度の競

争、学校の序列化が起こる懸念について中嶋参考人の

見解を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


